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昨
今
は
凶
悪
な
犯
罪
が
相
次
ぎ
、
悲
惨
な
テ
ロ
も
他
人
事
で
は

な
く
な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
市
民
は
、「
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
社
会
」
を
望
ん
で
い
ま
す
。
公
益
財
団
法
人
近
畿
警
察
官
友

の
会
は
そ
う
し
た
社
会
の
実
現
の
た
め
、
日
夜
業
務
に
従
事
し
て

い
る
近
畿
各
地
の
警
察
官
を
支
援
し
て
い
ま
す
。 

 

次
に
︑
ジ
�
ン
ダ
�
ギ
�
�
プ
指

数
に
お
け
る
世
界
で
の
⽇
本
の
位
置

付
け
は

146
か
国
中

125
位
と
な
�

て
お
り
︑
特
に
政
治
と
経
済
分
野
で

格
差
が
⼤
き
く
︑
ジ
�
ン
ダ
�
先
進

国
は
男
⼥
⽐
率
50
％
を
達
成
し
つ

つ
あ
る
が
︑⽇
本
は
30
％
を
⽬
指
す

状
態
に
あ
る
︒
フ
ラ
ン
ス
の
選
挙
制

度
︑
イ
ギ
リ
ス
Ｂ
Ｂ
Ｃ
の
取
り
組
み

を
紹
介
し
︑統
計
・
制
度
・
意
識
の
ト

ラ
イ
ア
ン
グ
ル
で
ジ
�
ン
ダ
�
バ
イ

ア
ス
を
解
消
す
る
こ
と
で
︑
成
果
も

出
て
い
る
と
話
さ
れ
た
︒ 

 

カ
ナ
ダ
の
ト
ル
ド
�
⾸
相
の
男
⼥

同
数
の
内
閣
を
例
に
︑
リ
�
ダ
�
の

意
思
決
定
も
ジ
�
ン
ダ
�
ギ
�
�
プ

を
解
消
す
る
た
め
重
要
で
あ
る
こ

と
︑
多
様
な
⽴
場
の
⼈
の
視
点
で
語

り
あ
う
事
の
⼤
切
さ
を
述
べ
︑
最
後

に
感
謝
の
⾔
葉
と
︑
多
く
の
⼈
が
成

⻑
の
機
会
を
得
ら
れ
る
こ
と
を
希
望

し
て
講
演
を
終
え
ら
れ
た
︒ 

⼩⼩
⻄⻄
美美
穂穂
⽒⽒  

関関
⻄⻄
学学
院院
⼤⼤
学学
特特
別別
客客
員員
教教
授授  

﹁﹁
メメ
デデ
��
アア
とと
ジジ
��
ンン
ダダ
��
﹂﹂  

 

⾃
⼰
紹
介
と
︑
記
者
時
代
の
警
察

と
の
関
わ
り
や
︑
⼤
学
の
講
義
に
取

り
⼊
れ
て
い
る
︑
学
⽣
に
集
中
し
て

講
義
を
聞
い
て
も
ら
う
⼯
夫
を
説
明

し
本
題
に
⼊
ら
れ
た
︒ 

 

﹁
ジ
�
ン
ダ
�
﹂と
は
︑﹁
社
会
的
・

⽂
化
的
に
つ
く
ら
れ
た
男
ら
し
さ
︑

⼥
ら
し
さ
﹂の
こ
と
で
あ
り
︑慣
習
の

中
の
あ
る
も
の
な
の
で
︑
そ
の
問
題

は
⾒
よ
う
と
す
る
視
点
な
く
し
て
は

⾒
え
な
い
も
の
だ
と
覚
え
て
ほ
し
い

と
話
さ
れ
た
︒ 

 

⼩
⻄
⽒
が
︑
数
少
な
か
�
た
⼥
性

記
者
と
し
て
の
経
験
か
ら
︑
配
慮
だ

け
で
仕
事
を
割
り
振
る
の
で
は
な

く
︑
ま
ず
は
本
⼈
に
意
向
を
確
認
し

て
ほ
し
い
︒
ま
た
性
別
に
よ
る
経
験

や
︑着
眼
点
の
相
違
が
︑成
果
を
も
た

ら
す
こ
と
も
あ
る
と
話
さ
れ
た
︒ 

河河
野野
克克
俊俊
⽒⽒  

 

第第
五五
代代
統統
合合
幕幕
僚僚
⻑⻑  

﹁﹁
今今
後後
のの
⽇⽇
本本
のの
安安
全全
保保
障障
とと  

リリ
��
ダダ
��
シシ
��
ププ
﹂﹂  

 

冒
頭
︑
⾃
衛
隊
の
変
遷
と
統
合
幕

僚
⻑
の
役
割
に
つ
い
て
話
さ
れ
た
︒

続
い
て
安
倍
総
理
が
︑
硫
⻩
島
を
訪

問
の
際
︑
今
も
そ
の
下
に
遺
⾻
が
埋

も
れ
て
い
る
滑
⾛
路
に
跪
か
れ
る
写

真
を
紹
介
さ
れ
︑総
理
は
国
家
観
︑歴

史
観
を
持
�
た
政
治
家
で
あ
り
︑
そ

の
根
底
に
組
織
の
た
め
犠
牲
に
な
�

た
⽅
へ
の
哀
悼
の
念
を
持
�
た
⽅

で
あ
�
た
と
評
価
さ
れ
た
︒ 

 

次
に
リ
�
ダ
�
は
危
機
的
な
時
に

は
リ
ス
ク
を
負
�
て
で
も
決
断
す
る 

こ
と
が
必
要
で
あ
り
︑⽬
標
の
明
⽰
︑ 

 

令
和
５
年
８
⽉
25
⽇
ホ
テ
ル
プ

リ
ム
ロ
�
ズ
⼤
阪
に
て
︑
近
畿
管
区

内
の
警
察
幹
部
83
名
を
対
象
に﹁
令

和
５
年
度
夏
季
教
養
講
座
﹂
を
開
催

し
た
︒
開
講
式
に
て
︑
共
催
の
奥
野 

省
吾
近
畿
管
区
警
察
局
⻑
の
挨
拶
の

後
︑
２
名
の
講
師
に
よ
る
講
演
が
⾏

わ
れ
︑受
講
者
は
熱
⼼
に
聴
講
し
た
︒

閉
講
式
に
て
当
会
の
⼩
嶋
淳
司
理
事

⻑
が
挨
拶
を
述
べ
た
︒ 

 

近
畿
管
区
警
察
局
の
ア
ン
ケ
�

ト
で
は
︑
95
％
の
受
講
者
か
ら

﹁
役
に
⽴
�
た
﹂
と
評
価
を
得
た
︒ 

 

⼩⻄美穂⽒ 

   
  

河野克俊⽒ 

夏夏季季教教養養講講座座開開催催  
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理事会・評議員会報告 

確
固
た
る
意
志
︑責
任
を
取
る
覚
悟

が
必
要
だ
と
述
べ
ら
れ
た
︒ 

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は
︑

ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
元
来
ロ
シ
ア
と
同

根
の
国
で
あ
る
と
い
う
プ
�
チ
ン

の
国
家
観
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ

り
︑ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
に
加

盟
さ
せ
な
い
た
め
の
戦
い
で
あ
る
︒

故
に
︑ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
⼀
部
領
⼟
を

放
棄
し
て
停
戦
を
提
案
し
て
も
︑そ

の
後
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
に
加
盟
す
る
と
い

う
シ
ナ
リ
オ
が
考
え
ら
れ
ロ
シ
ア

は
受
け
⼊
れ
る
は
ず
は
な
い
︒⼀
⽅

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
反
攻
は
︑⻄
側
の
軍

事
⽀
援
に
頼
�
て
い
る
た
め
決
定

打
が
打
て
ず
︑や
は
り
⾃
前
の
装
備

が
重
要
で
あ
る
と
感
じ
た
と
述
べ

ら
れ
た
︒ 

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
が
⽇
本
の
安

全
保
障
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
︑

①
核
不
拡
散
体
制
の
前
提
が
崩
れ
︑

北
朝
鮮
の
核
放
棄
の
可
能
性
が
限

り
な
く
薄
く
な
�
た
こ
と
②
核
戦

争
を
恐
れ
て
軍
事
介
⼊
し
な
い
⽶

国
の
姿
勢
に
よ
り
︑⽶
国
の
核
の
傘

に
頼
�
て
い
る
⽇
本
に
と
�
て
そ

の
信
頼
感
が
薄
れ
た
こ
と
︑そ
れ
を

埋
め
る
議
論
を
政
治
が
提
起
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
ら
れ
た
︒ 

 

第第
3388
回回
理理
事事
会会
（（決決
議議
のの
省省
略略
））  

⼩
嶋
理
事
⻑
が
決
議
の
省
略
に
よ
り
次

の
議
案
を
提
案
し
︑
12
⽉
12
⽇
に
理
事

会
の
決
議
が
あ
�
た
も
の
と
み
な
さ
れ

た
︒ 

◇
第
１
号
議
案 

 

﹁
⽀
部
運
営
委
員
の
選
任
﹂
の
件 

  

第第
3399
回回
理理
事事
会会  

開
催
⽇ 

令
和
５
年
３
⽉
13
⽇ 

場
所 

Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
⼤
阪 

出
席
理
事
12
名
が
次
の
議
案
等
を 

審
議
し
︑
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
︒ 

◇
第
１
号
議
案 

﹁
令
和
５
年
度
事
業
計
画
書
及
び
収
⽀ 

予
算
書
等
の
承
認
﹂
の
件 

◇
報
告
事
項 

 

職
務
執
⾏
状
況
の
報
告
に
つ
い
て 

 

﹁
夏
季
教
養
講
座
﹂
に
つ
い
て 

 

当
会
の
現
況
報
告
に
つ
い
て 

  

第第
4400
回回
理理
事事
会会  

開
催
⽇ 

令
和
５
年
６
⽉
６
⽇ 

場
所 

Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
⼤
阪 

出
席
理
事
８
名
が
次
の
議
案
等
を
審
議

し
︑
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
︒ 

◇
第
１
号
議
案 

 
﹁
令
和
４
年
度
事
業
報
告
及
び
附
属
明

細
書
の
承
認
﹂
の
件 

◇
第
２
号
議
案 

 

﹁
令
和
４
年
度
計
算
書
類
及
び
附
属
明

細
書
並
び
に
財
産
⽬
録
等
の
承
認
﹂
の
件 

 

◇
第
３
号
議
案 

﹁
令
和
５
年
度
収
⽀
補
正
予
算
書
の 

承
認
﹂
の
件 

◇
第
４
号
議
案 

﹁
業
務
執
⾏
理
事
︵
副
理
事
⻑
︶
の 

選
定
﹂
の
件 

◇
第
５
号
議
案 

 

﹁
第
16
回
定
時
評
議
員
会
招
集
決
定
﹂

の
件 

◇
報
告
事
項 

 

職
務
執
⾏
状
況
の
報
告
に
つ
い
て 

 

﹁
夏
季
教
養
講
座
﹂
に
つ
い
て 

 

当
会
の
現
況
報
告
に
つ
い
て 

  

第第
1166
回回
評評
議議
員員
会会  

開
催
⽇ 

令
和
５
年
６
⽉
22
⽇ 

場
所 

ホ
テ
ル
プ
リ
ム
ロ
�
ズ
⼤
阪 

  

出
席
評
議
員
10
名
が
次
の
議
案
等
を

審
議
し
︑
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
︒  

◇
第
１
号
議
案 

﹁
令
和
４
年
度
事
業
報
告
及
び
附
属 

明
細
書
の
承
認
﹂
の
件 

◇
第
２
号
議
案 

﹁
令
和
４
年
度
計
算
書
類
及
び
附
属
明

細
書
並
び
に
財
産
⽬
録
等
の
承
認
﹂
の
件 

◇
第
３
号
議
案 

 

﹁
理
事
の
選
任
﹂
の
件 

◇
報
告
事
項 

 

第
37
回
理
事
会
︵
決
議
の
省
略
︶︑ 

第
38
回
理
事
会︵
決
議
の
省
略
︶︑第
39

回
理
事
会
︑第
40
回
理
事
会
の
決
議
内
容

に
つ
い
て 

﹁
夏
季
教
養
講
座
﹂
に
つ
い
て 

 

当
会
の
現
況
報
告
に
つ
い
て 

  

 

中
国
問
題
に
つ
い
て
︑
中
国
が
元

来
の
⼤
陸
国
家
か
ら
海
洋
強
国
を

⽬
指
す
よ
う
に
な
�
た
経
緯
と
︑
経

済
⼤
国
と
な
�
た
中
国
は
︑
歴
史
の

流
れ
で
⽶
国
と
対
決
せ
ざ
る
を
得

な
く
な
�
た
と
話
さ
れ
た
︒
⽶
中
対

⽴
に
お
け
る
︑
３
つ
の
列
島
線
に
よ

る
中
国
の
海
洋
戦
略
か
ら
⽶
中
決

戦
の
際
の
最
前
線
は
⽇
本
の
南
⻄

諸
島
と
な
る
こ
と
︑
そ
の
前
に
中
国

が
⽚
づ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問

題
は
︑
⾹
港
︑
台
湾
︑
尖
閣
で
あ
る

と
述
べ
ら
れ
た
︒
⾹
港
は
陥
落
︑
台

湾
は
来
年
の
総
統
選
の
結
果
次
第

で
︑
政
治
的
併
合
か
軍
事
的
⼿
段
か

習
近
平
は
⾒
切
り
を
つ
け
る
と
思

う
︒
⼤
統
領
選
で
ト
ラ
ン
プ
が
当
選

し
た
場
合
︑
台
湾
へ
の
軍
事
介
⼊
は

⾒
送
る
可
能
性
が
あ
り
︑
習
近
平
は

動
き
や
す
く
な
る
︒ 

 

台
湾
有
事
が
︑
⽇
本
有
事
か
と
い

え
ば
︑
最
終
的
な
⽶
中
決
戦
は
︑
台

湾
・
尖
閣
の
解
決
後
と
中
国
は
考
え

て
お
り
︑
⽶
国
が
⼿
出
し
し
に
く
い

内
部
攪
乱
や
短
期
決
戦
で
の
傀
儡

政
権
樹
⽴
な
ど
で
台
湾
を
抑
え
る

⼿
法
を
選
択
し
︑
尖
閣
へ
の
⼿
出
し

も
こ
の
段
階
で
は
な
い
で
あ
ろ
う

と
予
測
さ
れ
講
演
を
終
え
ら
れ
た
︒ 
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 令和４年３⽉ 31 ⽇ 令和５年 3 ⽉ 31 ⽇ ⽐較 
個⼈会員 5００名 ４７８名 −２２名 
法⼈会員 １９０社 １８５社 − ５社 
地区会員 78 地区 7７地区 −１地区 

☆☆正正味味財財産産のの増増減減ににつついいてて（（令令和和４４年年４４月月１１日日～～令令和和５５年年３３月月３３１１日日  単単位位円円））  

会会員員数数のの推推移移  

事事
業業
のの
概概
要要  

１ 

当
会
最
⼤
の
催
し
﹁
近

畿
優
良
警
察
職
員
に
感
謝

の
会
﹂
を
開
催
し
た
︒ 

２ 

各
府
県
⽀
部
活
動
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
⼤
防
⽌
の
対
策
を
取

り
つ
つ
実
施
し
た
︒ 

３ 

会
報﹁
け
い
さ
つ
の
友
﹂ 

 

を
２
回
発
⾏
し
た
︒ 

４ 

﹁
夏
季
教
養
講
座
﹂は
︑

感
染
対
策
を
徹
底
し
︑ 

 

３
年
ぶ
り
に
開
催
し
た
︒ 

５ 

近
畿
管
区
警
察
局
主
催

の
術
科
⼤
会
が
３
年
ぶ
り

に
開
催
さ
れ
︑
メ
ダ
ル
と 

楯
を
寄
贈
し
た
︒ 

 

令令和和４４年年度度  事事業業報報告告及及びび決決算算ににつついいてて 

 

当年度 前年度実績 増　　減

１．

① 基本財産運用益 803 537 266

② 特定資産運用益 8 8 0

③ 受取会費 30,105,500 31,660,000 1,554,500△        

④ 受取寄付金 2,730,000 1,745,000 985,000

⑤ 雑収益 140,301 119,699 20,602

32,976,612 33,525,244 548,632△           

　

① 事　　業　　費　 21,941,683 20,670,922 1,270,761

② 管　　理　　費　 10,265,494 10,308,970 43,476△            

32,207,177 30,979,892 1,227,285

当期経常増減額 769,435 2,545,352 1,775,917△        

　

２． 　

当期経常外増減額 0 0 0

当期一般正味財産増減額 769,435 2,545,352 1,775,917△        

一般正味財産期首残高 47,946,358 45,401,006 2,545,352

一般正味財産期末残高 48,715,793 47,946,358 769,435

　

当期指定正味財産増減額 0 0 0

48,715,793 47,946,358 769,435

Ⅱ 指定正味財産増減の部

Ⅲ 正味財産期末残高

科　　　　　目

Ⅰ 一般正味財産増減の部

経常増減の部

 　(1) 経常収益

　経常収益計

経常外増減の部

 　(2) 経常費用

　経常費用計

理事会の模様 
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☆☆
令令
和和
５５
年年
度度
のの
事事
業業
計計
画画
概概
要要  

１ 

表
彰
事
業 

（1）
近
畿
優
良
警
察
職
員
に
感
謝
の
会 

 
10
⽉
18
⽇ 

Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
⼤
阪
に
て
開
催
︒ 

（2）
各
府
県
⽀
部
表
彰 

（3）
外
部
表
彰 

近
畿
管
区
内
優
秀
警
察
職
員
表
彰
式 

︵
近
畿
管
区
警
察
局
主
催
︶ 

﹁
近
畿
の
警
察
官
﹂
表
彰
の
つ
ど
い 

︵
産
経
新
聞
社
提
唱
︶ 

２ 

講
座
事
業 

（1）
夏
季
教
養
講
座 

 

８
⽉
25
⽇
ホ
テ
ル
プ
リ
ム
ロ
�
ズ
⼤
阪
に
て 

関
⻄
学
院
⼤
学
特
別
客
員
教
授 

⼩
⻄
美
穂
⽒
︑ 

第
５
代
統
合
幕
僚
⻑ 

河
野
克
俊
⽒
を
講
師
に 

招
い
て
開
催
︒ 

３ 

助
成
事
業 

（1）
警
察
活
動
に
必
要
な
資
材
・
機
材
の
提
供 

（2）
警
察
⾏
事
⽀
援 

４ 

普
及
啓
発
活
動 

（1）
会
報
の
発
⾏ 

（2）
ホ
�
ム
ペ
�
ジ
で
本
部
・
⽀
部
・
地
区
友
の
会
の

活
動
報
告 

（3）
協
⼒
団
体
︵
地
区
友
の
会
︶
の
設
⽴
を
後
援 
 

☆☆令令和和５５年年度度収収支支予予算算ににつついいてて（（令令和和５５年年４４月月１１日日～～令令和和６６年年３３月月３３１１日日  単単位位円円））  

令令和和５５年年度度  事事業業計計画画及及びび収収支支予予算算ににつついいてて 

当年度 前年度実績 増　　減

１．

① 基本財産運用益 530 803 273△                

② 特定資産運用益 0 8 8△                   

③ 受取会費 29,500,000 30,105,500 605,500△           

④ 受取寄付金 2,100,000 2,730,000 630,000△           

⑤ 雑収益 75,000 140,301 65,301△            

31,675,530 32,976,612 1,301,082△        

　

① 事　　業　　費　 24,152,688 21,941,683 2,211,005

② 管　　理　　費　 9,290,140 10,265,494 975,354△           

33,442,828 32,207,177 1,235,651

当期経常増減額 1,767,298△        769,435 2,536,733△        

　

２． 　

当期経常外増減額 0 0 0

当期一般正味財産増減額 1,767,298△        769,435 2,536,733△        

一般正味財産期首残高 48,715,793 47,946,358 769,435

一般正味財産期末残高 46,948,495 48,715,793 1,767,298△        

　

当期指定正味財産増減額 0 0 0

46,948,495 48,715,793 1,767,298△        

Ⅱ 指定正味財産増減の部

Ⅲ 正味財産期末残高

科　　　　　目

Ⅰ 一般正味財産増減の部

経常増減の部

 　(1) 経常収益

　経常収益計

経常外増減の部

 　(2) 経常費用

　経常費用計
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理理事事  

理事⻑・代表理事 ⼩⼩ 嶋嶋 淳淳 司司 がんこフードサービス（株） 社主  
副 理 事 ⻑ 中中 川川 喜喜 博博  （株）阪急阪神ホテルズ 代表取締役会⻑ 新任 
滋 賀 県 ⽀ 部 ⻑ ⼟⼟ 沢沢 健健 ⼀⼀  （株）ナツハラ 取締役会⻑  
⼤ 阪 府 ⽀ 部 ⻑ 延延 原原 健健 ⼆⼆  延原倉庫（株） 代表取締役社⻑  
兵 庫 県 ⽀ 部 ⻑ 桑桑 ⽥⽥ 純純 ⼀⼀ 郎郎 但陽信⽤⾦庫 理事⻑  
奈 良 県 ⽀ 部 ⻑ 森森 本本 俊俊 ⼀⼀ 三和澱粉⼯業（株） 代表取締役会⻑  
和 歌 ⼭ 県 ⽀ 部 ⻑ 成成 川川 守守 彦彦 （医）千徳会 会⻑  
理 事 江江 浦浦   保保 （株）江浦製作所 会⻑  
理 事 渡渡 部部 隆隆 夫夫 （株）寿光 代表取締役会⻑兼社⻑  
理 事 藤藤 尾尾 政政 弘弘 （株）フジオフードグループ本社 代表取締役社⻑  
理 事 中中 村村   剛剛  ⼤阪ガス（株） 顧問 新任 
専 務 理 事 ⽇⽇ 下下 勝勝 之之 当財団 事務局⻑  

江浦保⽒に代わり中川喜博理事が副理事⻑に選定されました。久德博⽂⽒は辞任されました。 
監監事事  

北北 岡岡 慎慎 吾吾  北岡公認会計⼠事務所 所⻑ 
上上   将将 倫倫  弁護⼠法⼈松尾・中村・上法律事務所 代表社員 

 
評評議議員員  

岩岩 ⽥⽥ 守守 弘弘  びわ湖放送（株） 監査役 
草草 野野 丈丈 治治  （株）草野組 会⻑ 
迫迫 ⽥⽥ 謙謙 典典  ロイヤル第⼀交通（株）代表取締役 
中中 川川 廣廣 司司  （株）髙速産業 代表取締役 
内内 ⽥⽥ 順順 之之   
松松 本本 壽壽 満満  （株）マツモト 代表取締役会⻑ 
⽵⽵ 位位 賢賢 ⼆⼆  （株）フジヤ號 取締役会⻑ 
齋齋 藤藤   昭昭   
⼩⼩ ⼭⼭ 新新 造造  ⼩⼭（株） 代表取締役会⻑ 
中中 井井 隆隆 男男  ⼤和ガス（株）相談役 
畑畑 野野 富富 雄雄  畑野産業（株） 取締役顧問 
坂坂 本本   漸漸   

 
相相談談役役  

津津 ⽥⽥ 和和 明明  サントリー（株）（現 サントリーホールディングス）元副社⻑ 
顧顧問問  

松松 﨑﨑   ⾼⾼  （医）同仁会 松崎病院 相談役 

（敬称略） 
公公益益財財団団法法人人近近畿畿警警察察官官友友のの会会  役役員員等等一一覧覧  
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兵 庫 県 ⽀ 部 広広 瀬瀬   努努  広瀬化学薬品（株） 取締役会⻑   

奈 良 県 ⽀ 部 
有有 井井 邦邦 夫夫  三和建設（株） 相談役   
⼘⼘ 部部 能能 尚尚  ウラベ⽊材⼯業 代表   

和 歌 ⼭ 県 ⽀ 部 
堤堤   昌昌 男男  中野⻭科医院 院⻑  
⼭⼭ 名名 正正 ⼀⼀  ⼭名労務⾏政管理事務所 所⻑  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

開催⽇ ⾏事名 場所 
10 ⽉ 1８⽇（⽔） 近畿優良警察職員に感謝の会 ＫＫＲホテル⼤阪 
10 ⽉ 31 ⽇（⽕） 和歌⼭県優良警察官表彰式 ホテルアバローム紀の国 
11 ⽉ 10 ⽇(⾦) 第 46 回奈良県警察優良警察官表彰式 ホテルリガーレ春⽇野 
 2 ⽉  1 ⽇（⽊） ⼤阪府警察優良警察官・⺠間警察協⼒功労者表彰式 ホテルプリムローズ⼤阪 

発
行
所 

公
益
財
団
法
人
近
畿
警
察
官
友
の
会 

〒
五
四
〇
❘
〇
〇
一
二 

 
 

大
阪
市
中
央
区
谷
町
三
丁
目
一
番
九
号 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

Ｍ
Ｇ
大
手
前
ビ
ル
二
階 

 
 

電
話 

 
 

〇
六
❘
六
九
四
一
❘
七
六
三
八 

 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 
 

〇
六
❘
六
九
四
一
❘
七
六
四
一 

編
集
兼
発
行
人 

 
 

 

日
下 

勝
之 

印
刷
所 

㈱
新
聞
印
刷 

 
 

「「公公益益財財団団法法⼈⼈近近畿畿警警察察官官友友のの会会」」のの詳詳細細なな決決算算及及びび活活動動ににつついいてて
はは、、当当財財団団ののＨＨＰＰををぜぜひひごご覧覧くくだだささいい。。会会報報ももごご覧覧いいたただだけけまますす。。  
hhttttppss::////wwwwww..kkkk--ttoommoo..ccoomm//  

副副支支部部長長  （敬称略） 

１１００⽉⽉以以降降のの⾏⾏事事予予定定  

☆☆
新新
副副
理理
事事
⻑⻑
紹紹
介介  

中中
川川  

喜喜
博博  

副副
理理
事事
⻑⻑  

 
     

昭
和
28
年
⽣
ま
れ 

⼤
阪
府
在
住 

 ☆☆
新新
理理
事事
紹紹
介介  

中中
村村  

剛剛  

理理
事事  

 

昭
和
37
年
⽣
ま
れ 

⼤
阪
府
在
住 

  
昨
⽇
18
年
ぶ
り
に
︑
阪
神
タ
イ
ガ
�

ス
が
︑
リ
�
グ
優
勝
を
果
た
し
た
︒
今
年

は
本
当
に
安
定
し
た
戦
い
で
あ
�
た
と

思
う
︒
ず
ば
抜
け
た
ス
�
パ
�
ス
タ
�
は

い
な
か
�
た
が
︑
チ
�
ム
の
総
合
⼒
の
勝

利
だ
と
感
じ
た
︒
そ
の
話
題
を
理
事
⻑
と

し
て
い
る
と
︑理
事
⻑
か
ら
︑﹁
本
当
の
チ

�
ム
ワ
�
ク
と
は
︑
誰
か
に
助
け
て
も
ら

う
の
で
は
な
く
︑
⾃
分
が
周
り
を
カ
バ
�

す
る
の
だ
と
い
う
意
識
を
も
�
た
メ
ン

バ
�
が
集
ま
�
た
時
に
⽣
ま
れ
る
も
の

で
︑
リ
�
ダ
�
は
︑
そ
う
い
�
た
メ
ン
バ

�
を
育
成
す
る
の
が
⼤
切
だ
﹂
と
話
さ

れ
︑
確
か
に
今
年
の
タ
イ
ガ
�
ス
は
そ
う

い
�
た
チ
�
ム
に
な
�
て
い
た
と
思
う
︒ 

ス
�
パ―

ス
タ
�
の
活
躍
も
⾒
て
い

て
ワ
ク
ワ
ク
す
る
が
︑
チ
�
ム
ワ
�
ク
の

勝
利
は
い
い
も
の
だ
と
改
め
て
思
�
た
︒ 

オ
リ
�
ク
ス
の
優
勝
も
間
近
で
あ
る
︒

警
察
の
負
担
を
あ
ま
り
か
け
な
い
範
囲

で
関
⻄
の
秋
が 

盛
り
上
が
る
こ
と 

を
願
�
て
い
ま
す
︒ 

 

９
⽉
15
⽇ 

 
 

 

⽇
下 


